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鑢繊夕農Å 賊麟‡∫蒲謳鱗井鰊磯鑢会翁翼唱
鸞磯 曇難 4鳶

欝 1鐵 総 饉壕
(轟称晟ぴ鶴締:講め鸞職鍮)
欝 1嚢 本畿 1意、驚利寧髄続鋳購繭鍮濃議鞠機、纂務辮警繭触畿m(麟畿弊鰹

.鼎
虚帳71".1)1磁絋く。

(鶴 的)

欝 虚幾 輩畿{麟、趾鷺縄鷺のは鰯畿畿鑢巻亀ぶ慇難で、鋪轟く籠赫.轟もヽ鑢鐵づくりi畿鸞すること審麟的と
寧稀。

(轟鐵)

鱚 辱量 蒸畿ま譲、鮭劉雛鸞畿難陶鸞鑢、簡武鞠晟ぴ饉込町鍮うな斃憑鰯で示す範畿聴ず機。
(畿m)
麓 4難 掌畿 1機、朧機的1蠍懺断書網寧亀蠅入警亀準《饉鐵鶴、脅織鑢醸濃人や翻憾 |↓鵡って:譲鰊鍮畿
mとな鶴轟議がで鬱鶴。

2  薩|こ鰯ノ電機ようとす轟鞭1康、会農1騒蠅 |サ鑢るも薇とす′機。
3  鶯幾まま脱饉轍鸞畿豫ミな場ヽ鶴り、そのM壌 :磯擬鸞審衛寧鶏磯礫豫醸入審纏んで1譲な螺なしヽ。

鰯 麟鸞 覇 朧

(鶴襲)

驚 艤鍮 鷹畿 1議鶴鵞粂命翻的密灌鐵ず鶴亀絲ま姦、:1欠聰纂難審彎う。
(1) 鞠内鍮絣鸞1意爾ず為蠍な。
C) 陶幾檬轍楡轍鶴警朧織鑽品と。
o m蠅 と機は難麓1意鸞ず儡1滋と。
①, 織畿職欝と総驚絶鐵す儀轟と。
(》  驚Å朦盤鸞少鶴驚購it爾ず鶴轟趣。
◎  驚底鑢鶯鰊への幅漁慇町的饉機鷺鶉1濫鸞ず磯こ融。
③  節の機罐館脩織攘蜆|(朧ず轟轟お̀

〉O.鋳 盤議醗賣と驚量鴛愈1意聞するこな。
C〉  鑢鐵畿館のな鐵1議鸞ず機置と。
C) 脅の範藤嚢鍛醸晦瞳饉ま感懸欝な轟と。
(鐵 F踊鵜)
欝 6鍮 蒸癬!機、隋機の醸颯騨隅鸞1最轡うため、聾響霧鰯審蠅く。霧購編の臨称晟ぴは難:康、次織な総リ
とする。
総鵜鰯    磯聰躙麟総奮鯛悦、曲鰺轟蛛饉鸞書鋳AI議鸞ず亀ょお。
地裁麟量鑢  鱗織、動鰻朧ぴ爽蠅鐵金握輔するよ慇.
感轍機轟   寵麟罐織雹朧布、胸内艦蠅に趙するこ勇。
欄撞翻    徽醸援機畿鶴、驚A機鶴‡磁mず鶴番lむ。
艤爾灘    鉢爾檻び緩鬱妙・―シ濃謝議颯寧儀轟畿。
鶉入解    購入膊織騰、靴畿蠅轍1戦鰈す・鶴進む。
貰1臨雛    文だれ鸞鰊、簡少撃欝鐵醸、懃膊鷺轍鰺;凛鐵する鳥潔。
議裂鸞競雛  屁壌鸞難晟ぴ懺鐘鸞鶯 :懸鶉する胤慇。
驀翻:れ 麒簸嚢蝙轍鼈靱役雉籍賊崎晰鐵寧鶴。
驀鸞褥難j機、警馨響彎灘∫最新蒟鮎欄鰺量購餡顎彎う。

〇

癬

０

◎

⑩

Ｑ

の

働

鯉

傘

-* '! -*



第 3輩 役員及び組織
(役晨)

第 7条 本会には、次の役晨を置く。
①  会長
②  副会長
③  会計
④  代議員
⑤  専門部長 各ヽ種団体曇
⑥  広報撼議
②  順悶
③  会計監査

1名

驚干名

1名

li糞組の代表者を以て構成する。

若予名

若干名

若干名

2名

(役員の任務 )

第 8条 会長|よ、本会を代表し、会務を処理する。
2  副会長は、会長を補佐し、会長事故ある時は、その職務を代行する。
3  会計は、会の経理を担当する。
4  代議員は、予算 a決算。本会の運営|■ついて必要な事項を審議する。
5  専門部長・各種団体長・広報担当は、担湯部の運営を実施する。
6  会計監査は、会の会計業務及び資産の状,兄を監:査する。
(役員の機出)

第 9条 会長、副会長、会計、会計監査 |よ総会において、会晨の申から選出する。
2  代議員は、II鰈組の五選により定める。
3  会長は、役員会議の同11額を得て、広報担当を委暉;することができる。
4  顧間を置くことができる。
5  会計監査と会長、高!1会長およびその他の役員は、相互に兼ねることはできない。
(役員の任期 )

第10条 役員の任期|ま 2年とし、再儀を妨げない。償し、補欠役量の任期は、前任者の残儀期間とする。
2  役員は、辞儀又は任期終了後においても、後儀者が決定するまでは、その職務を行わなけれ
ばならなしヽ。

(隣縄長 )

第11条 本会の運営上適宣の所帯を以て隣組を設け、隣組ごとに隣織晨を1名選出する。
2  隣縄長は、隣組量の自治会費等会費の徴収、その{t担定められた事業に従事する。

第 4輩 金 量機
(会議)

第12条 本会には、次の会議を設ける。
⑪  総会
②  議役会議
③  役員会議
④  隣織農会議
⑤  部会議
2  総会は、鍮高の意思決定機関であり、すべての禽員をもつて構成する。
3  会議の議事は、構成員の過半数が出席し、かつ出席者の過半数の同意を以て決するものとし、
苛否問数の時 |ま議長の決するところによる。
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(招築 )

第13条 定期総余は、会長が招集し、年1回開催する。2  臨時総会は、会員の8分の1以上から会議の目的たる事項を示して請求があったとき、又は役員会において総会開催の議決があったときに、会長が招集する。3  やむを得ない事情で各会議に出席できない者は、委任状の提出をもつて、出席者の数に加えられる。

(総会の議決)
第14条 総会で|よ次の事項を議決する。
C)事 業報告及び決算の承認
②  事業計画及び予算の承認
③  会則の改正
④  役員の選出
⑥‐ 町内の功労者を表彰すること
⑥  その他、特に重要と認めたこと
2  前項の規定による規約の改正1ま、足利市長の認可がなければ、その効力を生じない。(総会の議事録)
第15条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。臓時及び場所

会民の現在数及び出驚者数鑢 爾褒決警及び表決委任者含む)
開催目的、警議事項及び議決事項
議事の織過の概要及びその織果
議事録辮名人に関する事項
議事録には、議長及びその会議1こおいて選任された議事録署名人2人以上が署名押印をしなければならない。

(役員会議)
第16条 三役、代議員、各専門部長・各種翻体晨及び広報担当を以て構成t′、会長が随時招集し、会の重要事項について審議決定する。
(隣組長会議)
第17条 三役、隣組長を以て構成し、会長が随時召集し、重要事項について周知する。
(通役会議)
第18条 重役 (会長、副会長及び会計)を以て構成し、会長が,1li時召集し、会の重要事項について審議決定する。
(都会議 )

第19条 各部長・各種団体長が随時召集し、部の運営に関し審議決定執行する。

第 5障 会  計
(会計年度)

第20条 本会の会計年度は、毎年4月 1囲 に始まり、翌年3月 31日に終わる。
(経費)

第21条 本会運営に要する経費は、自治会費、特男:l自治会費 (町内又は他地区に居住し、町内に工場営業を有する)、 寄付金、助成金及ぴその他の収入を以てこれにあてる。
(会費)

第22条 自治会費は、総会において決定する。但し会費の返済は一切行ゎない。

①

②

③

④

⑤

２
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(支出)

第23条 支出は、議決された予算に基づき、これを行う。
(資産 )

第24条 会の資産は、別に定める資産目録による。
2  会長は資産を警良なる管理者の注意をもつて管理しなければならない。
(会計及び資産帳簿の整備 )
第25条 会の収入、支出及び資産を明らかにするために、会計及び資産に関す樹}長簿を整備する。
(事業報告及び決算 )

第26条 本会の事業報告及び決算は、会長が事業報告書、収支計算書、財産目録等として作成し、余
計監査の監査を受け、毎会計年度終了後3カ月以内に総会の承認を受けなければならない。

第 6章 会計監査
(監査及び報告)

第27条 会針監査 |ま会計年度終
・
了後に監査を行い、総会にて報告する。

第 7章 脱 退
(脱退 )

第28条 会晨の脱退は次の場合による。
①  会の区域内に住所を有しなくなったとき
②  本人が会長に申し出たとき
③  その11艶会長が認めたとき

第 8章 補 則
(慶弔費)

第29条 役員、隣組侵本人についてとする。町内功労者については風役会議に於いて協議の上行う。
(定めのない事項)

第30条 この金則に定めのない事項については、会長又は役員会に酪り、決定する。

附  員」

この会則は、平成20年
この会則は、平成22年
この会則は、平成24年
この会則は、平成25年
この会則は、平成28年
この会則は、平成29年
この会則は、平成30年
この会則は、令和 5年

4月 1開 一部改正し実施する。
4月 1日一部改正し実施する。
4月 1圏…部改正し実施する。
4月 1闘 一部改正し実施する。
2月 28醸―部改正し実施する。
4月 16層一部改正し実施する。
4月 15回一部改正し実施する。
4月 16自 一部改鷹じ実施する。

(隣縄優会議)

(事務所の変鸞)

囃 費の変更)
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